
脩)主 要成果の具体的データー

ア.ト マトのTMVに 対する乾熱消毒の効果

(千 葉農試 :長井 ら )

イ.乾 熱処理 種子 の発芽状況
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乾熱処理粒子の発芽率は 5～ 10%程 度落 ち、発芽揃は 2日 程遅れる。しか し観祭

lrCよればその後の生育には影響が見 られなか った。

4 サ ャェ ン ドウの種 子 消毒

1 背 景と特徴

サ 千エン ドウの種子伝染性病客には炭そ病、 褐斑病、 つる枯細菌病等多種類あ り、 苗の

立林を起 し、特に夏ま書型の栽培を不安定に している。この対策 として種子の表面に付着

している磁の殺菌方法にアンチホル ミン処理が有効である結果 を得たので紹介する。また

アンチホル ミンに浸漬することに ょり、
・
障害を受けている種子の見分け方が容易になるの

であわせて紹介する。      _

2 技 術の内容

(1)種 子消韓法                |

アンチホル ミン20倍次  30分 問浸横

修)障 害種子の見分け方
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※ グルテノー ザ葉上 直径 22 ,夕の円内の l e s i o n数



アンチホル ミン20倍滋に30分浸演すると、 障 害のある種子は種 皮に相色の斑紋が明

瞭になつた り、 局部的に しわが よつた りする。

3 普 及上の注意事項               ″

(1)種 子内部に付着 している菌の殺菌は困難で効果は期待できない。 (つ る枯細菌病 )

(功 障 害種子は菌の密度を高 めるので取 り除 く。

ほ` 一 度使用 した消韓液は効果が落 ちるので捨 てる。三度使用は じない。

4 試 験成績の概要      :

(1)試 験課題名       1

野菜花井の主要病害の生態 と防除

イ〕 試験年次

昭和 52年

は` 試 験方法

室内お よびほ場

(4)試 験結果

種子をアンチホル ミン20倍液に30分浸漬することに より高い消毒効果 を得たが完全

ではなかつた。また障害種子を除 くことに より安定 した発芽を得ることができた。

6)主 要成果の具体的データー

発茅試験

ア.室 内試験 (シ ャーレ ・発芽温度 28C)               '~

(ア)乾 熱処理をした後アンチホルミンの消毒をしたものの効果が高かぢたと

(イ)ア ンチホルミン処理では糸状菌の残存率が高い。主な苗はAlternaria sp.が

圧倒的に多く、次いでFusarium sP.AsPergi H us s,.で ぁった。
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※ 乾熱処理  75Cで 3日 間処理
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イ.ほ 場試験 (場 内 )

ヽは 種  7 月 1 9 日

調 査  8 月 1 日  8 月 2 3 日

米 1 処 理区 ラ ンチホル ミン20倍、 30分浸漬種子にべ/レ ー トTを 湿粉衣 し、障害種子
を除いた。

※ 2 障 害粒 ア ンチホル ミン浸漬後褐色の斑紋や異常なシワが種皮に現われた もの。

し)処 理区 (種子消毒 をし、障害種子を除去 した区 )で の発芽率は高い。

(イ)立 枯率は処理区が若干少ないがあま り波少 していない。

(ウ)夏 まとでは障害粒は発芽せず、 土中で腐敗 していた。

5 残 された問題点

立枯病の原因解明 と防除法の検討

5 サ ャェ ン ドウ ・サ ャ インゲ ンの鮮 度保持

1 背 景と特徴

北東北の野菜は、 6～ 9月 の夏秋作呆菜類の生産が大部分で、その出荷先は東京市場を

中″bと した遠距離消費地である。このため流通段階 で鮮度維持をはかるには予命、 依温輸

送の必要性が高 く、予命設備 も整備されつ ゝある。このため夏秋作果菜類の予冷条件の確

立 と低温輸送時にかける諸問題の解決が要望されている.

ここでは、 出荷量が倉、増 しているサヤインゲン、サヤエン ドウを取上げて未解決の予冷

条件、貯蔵条件、結鑑現象防止 浄 kび常温復帰後の日持 ちなどの一部を明 らかにしたので

参考に供 したい。                                |

2 技 術の内容

【】)予 命の方法

1)収 稜する時刻と予命効果

品温の高い日中収稜は、強制通風命却法では予命が充分行 われ難いため保命車で当
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